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○第１部 阪神淡路大震災・東日本大震災物故者追悼
　　　　 並びに復興祈願法要
　　　　 大阪府佛教会 会員物故者追悼法要
○第２部 講演会
　　　　 「歴史から学ぶこれからの生き方」
○第３部 記念パーティー 
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大 会 次 第

法　 要･･･････（PM3:30）

阪神淡路大震災・東日本大震災物故者追悼並びに復興祈願法要

大阪府佛教会　会員物故者追悼法要

法要（日蓮宗　担当）
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開 会 の 辞



挨　 　 　拶　  大阪府佛教会　　会長　井桁雄弘

表　　　　彰　　住職在任 30 年

祝　　　　辞　　公益財団法人　　全日本佛教会 御代表

　　　　　　　　大阪府知事　　　松井一郎 氏

　　　　　　　　大念佛寺管長　　倍巌良舜 猊下

　　　　　　　　近畿宗教連盟　　理事長 荒木元悦 師

　　　　　　　　大阪府宗教連盟　理事長 小松初郎 師

祝 電 披 露　　　

閉 会 の 辞

講演会･･･････（PM4:30）

記念パーティー･･･（PM6:00）
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山田 法胤 猊下 

法相宗管長・薬師寺管主

「歴史から学ぶこれからの生き方」
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ご　 挨 　拶

大  阪  府  佛  教  会

　会 長　井 桁 雄 弘

　第４９回　大阪府佛教徒大会を開催するに当り、本年もつつがなく大会を迎えることがで

きますこと大変有難く思っています。これも偏に、各地区仏教会の会長はじめ役員の方々、

大阪府佛教会々員約２０００ヶ寺院各諸師をはじめ有縁各位の深いご理解とご協力の賜もの

であると深く感謝と御礼を申し上げます。

　近年、異常気象が多く、この夏も広島地方でゲリラ豪雨土砂崩れで多くの尊い生命が失わ

れました。謹んで哀悼の意を表します。

　東日本大震災も三年が過ぎましたが、復興も思う様に進展しておらず、未だに避難生活の

方々も多く頑張っておられます。

　本年の大会法要は、遡り阪神大震災も早１９年、東日本大震災から３年半、追悼並びに復

興祈願法要と昨年の本会々員の物故者追悼法要を日蓮宗担当にて勤めていただきます。

　第二部　講演会

　　　　　ご講師　法相宗管長・薬師寺管主　山田 法胤 猊下

　「歴史から学ぶこれからの生き方」と題して、ユーモアに心に残る有意義なお話しを拝聴

していただきます。

　昨今、世界では、中東の戦いも治まらず尊い生命が失われ、ロシア・中国等では領土問題、

北朝鮮の拉致問題など難問題が山積みしています。我が国でも、消費税の増税、社会問題で

は、毎日の様に殺人事件・誘拐・薬物事件・幼児虐待・いじめ問題等、止まることを知らず

残念に思います。

　宗教界でも、県佛教会では後任者が無く、宗教法人活動が絶える寺院も増えています。健

全な社会・人心の安定・安心出来る国土の建設・困惑するこの社会に宗教界が社会の為に精

進努力し、日本の美徳、神仏のお陰げ、宗教心の大切さに一役の責務の重大さを感じずには

おられません。

　本日はご多忙の折り、遠近各地よりのご参加をいただき御礼申し上げます。今後共、本会

の為にご教導ご支援の程、謹んでお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至心合掌



講師紹介

生　年　昭和１５年（1940）１２月５日

出　生　岐阜県本巣郡根尾村（現在 本巣市根尾）生まれ

入　山　昭和３１年（1956）１月７日

師　匠　橋本凝胤（はしもとぎょういん）師

学　歴　昭和３９年（1964）３月　龍谷大学文学部仏教学科卒業

経　歴　昭和３９年（1964）７月　厚生省慰霊団団員として、

　　　　　　　　　　　　　　　　　アッツ島他戦跡各地巡拝

　　　　昭和４６年（1971）４月　薬師寺執事に就任

　　　　平成　２年（1990）９月　奈良喜光寺住職に就任

　　　　平成１０年（1998）８月　薬師寺執事長に就任

　　　　平成１５年（2003）８月　薬師寺副住職に就任

  　    平成２１年（2009）８月  法相宗管長・薬師寺管主に就任

現　職　法相宗管長・薬師寺管主 (ほっそうしゅうかんちょう　やくしじかんす)　

著　作　「こころを耕す」（経済界刊）

     　 「あなたに伝えたい『生き方』がある」（経済界刊）

    　  「声に出してお写経 般若心経といろは歌」（PHP研究所刊）

    　  「迷いを去る百八の智慧」（講談社刊）

    　  「ブッダに学ぶ とらわれない生き方」（アスコム刊）

　 　　 「写経作法入門　ここからはじめる基本練習帳」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(芸術新聞社刊 )

　

山田 法胤 猊下 

（やまだ・ほういん）
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●

法相宗管長

薬師寺管主
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第４９回  大阪府佛教徒大会

大会役員
◆大　会　委　員　長　　　　　　　　

◆大 会 副 委 員 長　　　

◆　　　　〃　　　　　　　　

◆　　　　〃　　　　　　　　　　　　

◆　　　　〃　　　　　　　　　　　　

◆財　務　委　員　　　　　　　　

◆　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　

◆監　　　　　　事　　　　

◆　　　　〃　　　　　　　　　　

◆保 　険 　委 　員　　　

◆　　　　〃　　　　　　　　　

◆事 　務 　局　 長　　　

◆実 行 委 員

　大阪府佛教会

●

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

大 阪 市 仏 教 会

吹 田 市 佛 教 会

摂 津 市 佛 教 会

豊 中 市 佛 教 会

箕 面 市 佛 教 会

池 田 市 佛 教 会

豊 能 町 佛 教 会

堺  市  佛  教  会

堺市東部佛教会

堺 南 佛 教 会

泉 北 佛 教 会

和 泉 市 佛 教 会

泉 大 津 市 佛 教 会

南河北部佛教会

南河東部佛教会

河内長野市佛教会

庭窪寺院連合会

白 井 忠 雄

圓 　 正 鑑

味 府 昭 見

榎 原 清 了

佐 倉 惇 城

末 本 弘 然

尾 関 中 正

和 田 隆 臣

和多田 良 穂

岩 津 一 道

西 居 元 之

伊 藤 了 允

長 路 隆 薫

松 山 　 隆

前 田 弘 隆

堀 　 智 真

永 井 了 祥

井 桁 雄 弘

村 山 廣 甫

森 　 快 隆

加 藤 定 厚

藪 木 恵 照

立 石 泰 教

唐 井 正 篤

瀧 藤 尊 淳

丹 農 秀 知

榎 原 清 了

清 澤 　 悟

二 上 寛 弘



会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

事務局

会長

会長

門 真 市 佛 教 会

寝屋川市佛教会

枚 方 市 佛 教 会

津 田 佛 教 会

大 東 市 佛 教 会

四條畷市佛教会

交 野 市 佛 教 会

東大阪市東地区佛教会

東大阪市西佛教会

東大阪市中地区佛教会

松 原 市 佛 教 会

八 尾 市 佛 教 会

柏 原 市 佛 教 会

岸和田市佛教会

貝 塚 市 佛 教 会

泉佐野市佛教会

田 尻 町 佛 教 会

阪 南 市 佛 教 会

熊 取 町 佛 教 会

泉 南 市 佛 教 会

北 区 佛 教 会

大 淀 佛 教 会

淀 川 区 佛 教 会

都 島 区 佛 教 会

旭 区 佛 教 会

城 東 区 佛 教 会

東 成 区 佛 教 会 

中 央 区 佛 教 会

天王寺区佛教会

天王寺区佛教会

生 野 区 佛 教 会

阿倍野区佛教会

清 澤 　 悟

飯 島 照 輝

西 浦 道 哉

岡 沢 静 晃

髙 岡 信 善

佐々木 博 文

藤 田 泰 道

辻 本 謙 嗣

阪 口 恵 章

吉 本 峯 雄

吉 井 　 章

鹿 崎 正 明

伊 山 喜 二

根 来 亮 裕

南 　 宗 久

根 来 英 純

石 田 淑 人

三 輪 常 雄

井 上 昌 幸

津 守 公 尊

友 宗 明 生

冨 岡 泰 雄

越 川 明 啓

森 本 顕 正

辻 本 俊 裕

梅 田 圓 悟

杉 本 隆 信

深 川 観 澄

瀧 藤 尊 淳

葭 間 弘 淳

荒 井 寿 澄

橘 　 覺 雄
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会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

会長

平 野 区 佛 教 会

西 区 佛 教 会

大 正 区 佛 教 会

港 区 佛 教 会

福 島 区 佛 教 会

此 花 区 佛 教 会

浪 速 区 佛 教 会

西 成 区 佛 教 会

住 吉 区 佛 教 会

住之江区佛教会

大阪府佛教青年会

会　　　　　長

副　　会　　長

　　　〃

　　　〃

事　務　局　長

事 務 局 次 長

　　　〃

会　　　　　計

　　　〃

監　　　　　事

　　　〃

直　前　会　長

事　務　局　員

　　　〃

　　　〃

　　　〃

顧　　　　　問

　　　〃

清 　 史 彦

足 立 義 昭

武 田 義 之

有 吉 正 明

田 中 秀 明

堀 　 普 玄

吉 井 良 久

竹 内 博 明

吉 尾 弘 教

吉 岡 快 賢

平 田 教 信

小 松 光 昭

寺 本 憲 生

神 月 一 隆

井 桁 貴 志

田 中 真 雅

楠 　 英 信

神 田 眞 英

木 村 慶 司

村 山 博 雅

松 家 宣 崇

増 田 友 信

立 石 泰 行

奥 田 穂 積

伊 藤 寛 州

吉 田 宗 徳

松 原 俊 幸

藤 崎 太 孝
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大会実績

　　　　　メインテーマ

現代社会の繁栄と荒廃

尊厳死を考える

敢えて、いま「お葬式」を考える

宗教と政治　PARTⅠ

佛教界は政治に無関心でよいのか？

地獄の沙汰もカネ次第か？

宗教と政治　PARTⅡ

永遠のテーマを再び検証する

宗教と政治　PARTⅢ

日本の将来は大丈夫か？

宗教と教育　PARTⅠ

日本の教育を論断する

宗教と教育　PARTⅡ

日本の教育を論断する

宗教と政治　PARTⅣ

政教分離を激しく問う

宗教と教育　PARTⅢ

少年法改正案論議を機に

心の闇に光をあてる

男女共同参画社会を問う

　　  会　　場

フェスティバルホール

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

　　 日　 時

1990 年 9月 11日

1991年 11月 19日

1992年 11月 17日

1993年 11月 19日

1994年 11月 24日

1995年 11月 21日

1996年 11月 19日

1997年 11月 19日

1998年 11月 17日

1999年 11月 17日

2000年 11月 15日

2001年 11月 14日

2002年 11月 13日

回 数

全日佛

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37
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パ ネ リ ス ト ・ 講 師　　サブタイトル

臓器移植を考える

葬式佛教の批判にどう応えるのか？

政教分離を考える

近未来の政治・宗教を検証する

今日本はどこへ行こうといているのか

宗教と政治の願わしい関係を求めて

戦後教育50年の光と影

戦後教育50年の光と影

自・自・公連立の功罪

ＰＴＳＤに仏教は無力か

映画監督

松林 宗恵

東洋大学教授(宗教学)

金岡 秀友

作　家

津本 　陽

歌　　手

さだ まさし

浄土真宗本願寺派門主

大谷 光真

大阪大学教授

大村 英昭

大正大学教授

藤井 正雄

高級葬祭社長

久世 栄三郎

衆議院議員･自民党

野田 聖子

大谷女子短大教授

川崎 泰資

ジャーナリスト

佐藤 一段

大阪大学教授

大村 英昭

作　　家

寺内 大吉

朝日新聞論説委員

北畠 清秦

四天王寺長老

瀧藤 尊教

大阪市立中学校長会会長

三枝樹 秀夫

大谷高校校長

多田 孝圓

参議院議員･自民党

谷川 秀善

ジャーナリスト

乙骨 正生

清風学園

平岡 龍人

甲南大学教授

羽下 大信

アナリスト

森田 ゆり

精神科医
兵庫教育大学教授

岩井 圭司

衆議院議員･民主党

山谷 えり子

大阪府生活文化部長

山登 敏男

(株)日本時事評論社社長

山本 和敏

東洋大学教授（宗教学）

金岡 秀友

大阪大学名誉教授
（社会医学）

中川 米造

ルネッサンス
ユニバーシティ代表

小田 全宏

日本尊厳死協会評議員

冬木　遥子

東洋大学教授（宗教学）

金岡 秀友

ジャーナリスト

内藤　國夫

大谷女子短大教授

川崎 泰資

大谷女子短大教授

川崎 泰資

衆議院議員･自民党

野田 聖子
（欠席）

大谷女子短大教授

川崎 泰資

大阪大学教授

大村 英昭

大谷女子短大教授

川崎 泰資

椙山女学園大学教授

川崎 泰資

椙山女学園大学教授

川崎 泰資

参議院議員･自民党

谷川 秀善

椙山女学園大学教授

川崎 泰資

椙山女学園大学教授

川崎 泰資
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　　　　　メインテーマ

少年犯罪と宗教・教育

宗教と政治　PARTⅤ

また、日は昇るのか

宗教と政治　PARTⅥ

自民大勝と宗教界のあり方を問う

宗教と政治　PARTⅦ

「小泉劇場」の 5年間を問う

宗教と政治　PARTⅧ

落日 !? 自公連立政権を問う

特別講演会

日本はどうなる？日本をどうする !!

宗教と政治　PARTⅨ

自公連立政権の落日

それでもお葬式は不要ですか

東日本大震災物故者追悼並びに復興大祈願法要

講演会「いのちの大切さ」

東日本大震災物故者 三回忌追悼並びに復興祈願法要･大阪府佛教会 会員物故者法要

講演会「東大寺の大仏に込められた祈り」

東日本大震災物故者追悼法要･大阪府佛教会 会員物故者追悼法要

講演会「別に工夫なし」

阪神淡路大震災・東日本大震災物故者追悼並びに復興祈願法要
大阪府佛教会 会員物故者追悼法要

講演会「歴史から学ぶこれからの生き方」

　　  会　　場

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

ホテル日航大阪

　　 日　 時

2003年 11月 11日

2004年 11月 10日

2005年 11月 8日

2006年 11月 8日

2007年 11月 6日

2008年 11月 11日

2009年 11月 12日

2010年 11月 29日

2011年 11月 8日

2012年 11月 28日

2013年 11月 18日

2014年 11月 18日

回 数

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49
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パ ネ リ ス ト ・ 講 師　  サブタイトル

政治･宗教･教育戦後60年を論断する

教育基本法改正を目前にして

宗教と政治はどのようにリンクするのか

伝統教団と佛教会の役割と責務

心豊かに生きることのできる世の中を目指して

東日本大震災被災地現状報告会

衆議院議員･民主党

仙谷 由人

前衆議院議員

野中 広務

フリージャーナリスト

乙骨 正生

大阪市仏教会会長

白井 忠雄

大阪大学　総長

平野 俊夫

奈良国立博物館 学芸部長

西山 　厚

法相宗管長
薬師寺管主

山田 法胤

参議院議員･民主党

前田 武志

大阪市仏教会会長

麻生 弘道

元参議院議員･民主党

平野 貞夫

弁護士 
前衆議院議員･民主党

辻　 恵

フリージャーナリスト

乙骨 正生

衆議院議員

亀井 静香

元公明党委員長
政治評論家

矢野 絢也

関西学院社会学部教授
（大阪大学名誉教授）

大村 英昭

臨済宗 相国寺派 管長

有馬 賴底

大阪府教育長

竹内 　脩

大阪府保護司会
連合会副会長

北村 日照

関西学院社会学部教授
（大阪大学名誉教授）

大村 英昭

椙山女学園大学教授

川崎 泰資

椙山女学園大学客員教授

川崎 泰資

弁護士 
前衆議院議員･民主党

辻　 恵

椙山女学園大学客員教授

川崎 泰資

学校法人椙山女学園理事
ジャーナリスト

川崎 泰資

全日本仏教会顧問弁護士
宗教法人審議会委員

長谷川 正浩

学校法人椙山女学園理事
ジャーナリスト

川崎 泰資

学校法人椙山女学園理事
ジャーナリスト

川崎 泰資
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